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表 紙

６月１日 現在 前月比

男 7,474人 (－22)

女 7,680人 (－27)

計 15,154人 (－49)

世帯数 5,383戸 (－６)

先月中の動き
(届出件数)

出生 ３人
死亡 28人
転 入 ８人
転出 32人
婚姻 ２組

市の人口と世帯

再生紙を使用しています。

松風かけ抜ける初夏の湖畔
徳良湖の初夏の風物詩は、市の花にもなってい

るつつじの群生。太陽の光を燦燦と浴びて鮮やか
に咲くつつじも良いですが、松林の中にひっそり
と、オレンジ色の花々が点在する様子も素敵です。
豪雪で松林には大変な被害が出ましたが、草花

は変わらず季節の巡りを知らせてくれます。日々
移り変わる自然の色を、かけ抜ける風と共に楽し
んでみてはいかがでしょうか。

(5月18日 徳良湖にて)
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若
者
の
地
元
定
着
と
ふ
る
さ
と

回
帰
の
推
進
に
つ
い
て

①
県
内
就
労
を
促
す
た
め
の
施
策
と
し

て
、
市
町
村
と
連
携
し
た
広
域
的
な

取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。

②
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
活
用
に
よ
り
県
内

に
住
み
続
け
な
が
ら
都
市
部
と
変
わ

ら
な
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
就
労
相
談
の
充
実

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、（
一
社
）
ふ
る

さ
と
山
形
移
住
・
定
住
推
進
セ
ン

タ
ー
が
移
住
・
定
住
の
中
核
的
な
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
県
、
市
町

村
、産
業
界
、大
学
等
が
一
丸
と
な
っ

た
取
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

市
で
は
、
進
学
や
就
職
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
10
代
後
半
か
ら
20
代
の
転
出

に
よ
る
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
「
じ
も
と
就
職

応
援
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
激
励
金
」
を
創

設
し
、
市
内
企
業
の
人
材
確
保
と
新
規

学
卒
者
の
地
元
就
労
を
後
押
し
し
て
い

ま
す
が
、
市
独
自
の
取
組
み
だ
け
で
は

持
続
的
な
人
材
確
保
が
難
し
く
、
広
域

的
な
取
組
み
が
必
要
で
す
。

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
と
定
着
に

向
け
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
い
く

取
組
み
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

北
村
山
高
校
に
お
け
る
特
色
あ

る
高
校
教
育
の
実
現
に
向
け
た

探
究
型
学
習
の
充
実
に
つ
い
て

高
校
生
が
地
域
課
題
を
探
究
す
る
学

習
や
企
業
で
の
職
場
体
験
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
の
大

人
と
関
わ
り
な
が
ら
地
域
の
特
色
あ
る

姿
や
魅
力
、
仕
事
、
職
業
観
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
連
携
と
包
括
的
な
支
援
を
推
進

す
る
こ
と
。

令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

学
習
指
導
要
領
で
は
、「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」
が
必
修
と
な
り
、
高
校
生

の
主
体
的
で
協
働
的
な
学
び
の
環
境
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
本
市
唯
一
の
高
校
で
あ
る

県
立
北
村
山
高
校
が
地
域
と
の
連
携
で

よ
り
魅
力
的
な
教
育
が
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
北
村
山
高
校
と
協
力
し
て
「
新

庄
・
最
上
ジ
モ
ト
大
学
尾
花
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
開
講
し
ま
す
。
地
域
学
習
を

通
じ
て
北
村
山
高
校
生
の
主
体
的
な
学

び
が
育
ま
れ
、
こ
れ
に
よ
り
市
の
未
来

を
担
う
人
材
育
成
と
定
着
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

企
業
、
地
域
、
学
校
、
行
政
が
連
携

し
て
探
究
型
の
学
び
を
よ
り
一
層
推
進

し
、
特
色
あ
る
高
校
教
育
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▲市の基幹産業である農業。農業者が将来に
希望が持てるよう、担い手育成・持続的発
展のための施策が必要です。

●
地
域
交
通
網
の
維
持
に
向
け
た
取
組
み

へ
の
財
政
支
援
（
高
齢
者
お
も
い
や
り

タ
ク
シ
ー
事
業
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
、

生
活
交
通
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
、
タ
ク

シ
ー
を
活
用
し
た
公
共
交
通
再
編
事
業
）

●
保
育
料
の
段
階
的
無
償
化
の
早
期
実
現

●
一
般
国
道
347
号
の
24
時
間
通
年
通
行
化

の
整
備
促
進
お
よ
び
バ
イ
パ
ス
化
な
ど

改
良
整
備
促
進

●
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
解
体
経
費
に

対
す
る
財
政
支
援

●
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
財
源
保
障

機
能
の
維
持

●
過
疎
地
域
に
お
け
る
企
業
振
興
策
の
充

実
●
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
農
山

村
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
制

度
の
継
続
・
拡
充

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
実
施
し
た
利
子
・
保
証
料
補
給
に
対

す
る
令
和
８
年
度
以
降
の
財
政
支
援

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
維
持
継
続

す
る
た
め
の
財
政
支
援

●
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業
に
係
る
補
助

対
象
設
備
の
拡
充

●
消
防
団
員
報
酬
の
見
直
し
に
係
る
財
政

支
援

●
国
道
347
号
北
町
地
内
十
字
路
へ
の
交
通

安
全
施
設
(信
号
機
)の
整
備
促
進

●
子
育
て
支
援
医
療
制
度
の
拡
充

●
診
療
所
運
営
経
費
へ
の
財
政
支
援

●
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
の
財
政
支
援
と

充
実
強
化

●
北
村
山
公
立
病
院
へ
の
財
政
支
援

●
道
路
(橋
梁
)等
長
寿
命
化
対
策
に
係
る

点
検
診
断
費
用
へ
の
財
政
支
援

●
雪
国
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

雪
対
策
に
対
す
る
財
政
支
援
等
の
拡
充

●
東
北
中
央
自
動
車
道
の
建
設
促
進

●
市
道
・
県
道
の
整
備
促
進

●
一
級
河
川
｢沢
の
川
｣の
河
川
改
修

●
河
川
流
下
能
力
向
上
事
業
の
促
進

●
土
砂
災
害
対
策
事
業
の
整
備
促
進

●
流
雪
溝
へ
の
導
水
に
伴
う
水
利
権
の
許
可

●
一
般
県
道
東
根
尾
花
沢
線
の
改
良
整
備

地
域
の
発
展
に
関
す
る
こ
と

医
療
に
関
す
る
こ
と

教
育
に
関
す
る
こ
と

産
業
に
関
す
る
こ
と

市
民
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
こ
と

社
会
基
盤
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

▲豪雪地帯でも市民が安全安心に暮らせる雪
対策が求められています。

▲北村山高校と地域・産業・行政が一体となっ
た魅力ある教育環境の整備が求められてい
ます。

▲災害など不測の事態に従事する消防団。安
全安心な暮らしに欠かせない存在です。

▲「子育て日本一への挑戦」を掲げる尾花沢。
子どもを産み育てられる環境づくりと経済
基盤の確保が必要です。

▲人口減少・高齢化する中、路線バスに代わ
る公共交通の運行も試行されています。

その他の要望事項
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４月１日より、さらに便利に、効率的に、住
民の方が移動できるよう、新しく｢おばくる｣と
いうタクシーサービスを開始しました。それに
伴い、路線バス｢牛房野線｣は廃止となりました。

５
月
１
日
よ
り
市
内
全
小

中
学
校
の
電
気
が
、
電
気
の

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
や
ま
が
た
新
電
力
か
ら
供

給
さ
れ
る
電
気
に
変
わ
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
５
月

６
日
に
、
尾
花
沢
小
学
校
で

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

ゼ
ロ
に
す
る
｢ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
｣の
実
現
に
向
け

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
化
に
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
原

因
と
み
ら
れ
る
猛
暑
や
豪
雨

災
害
な
ど
が
多
発
し
、
本
市

で
も
毎
年
の
よ
う
に
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や

企
業
な
ど
地
域
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
普
及
し
、
自
然
環
境

や
住
環
境
を
保
全
す
る
取
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
方
／
牛
房
野
・
田
沢
・
和
合

地
区
に
在
住
の
方

■
利
用
時
間
／
平
日
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

■
料
金
／
片
道
600
円

※
｢お
も
い
や
り
タ
ク
シ
ー
券
」「
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
」「
免
許
返
納
タ
ク
シ
ー
券
｣を
お

持
ち
の
方
は
、
併
用
す
る
と
片
道
100
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

※
本
事
業
は
実
証
事
業
で
す
。
実
績
分
析
や

皆
様
の
ご
意
見
に
よ
り
今
後
も
改
善
し
て

い
き
ま
す
。

問
市
民
税
務
課
市
民
生
活
係
【内
線
136
】

７月１日より、大石田駅を利用する高校生・中学生の
通学時間帯に合わせて、無料の路線バス｢大石田駅通学
線｣を運行します。
※高校生・中学生などの通学専用の実験路線ですので、
一般の方は銀山線、公立病院線(山交バス)などをご利
用ください。

尾花沢市役所

尾花沢市役所

住宅前

住宅前北村山高校

北村山高校

JR大石田駅

JR大石田駅

停留所 停留所

6:25

6:29

6:33

6:37

5:47

5:52

5:56

6:00

6:59

7:03

7:07

7:11

16:16

16:20

16:24

16:28

18:03

18:07

18:11

18:15

8:08

8:12

8:16

8:20

16:49

16:53

16:57

17:01

18:50

18:54

18:58

19:02

19:52

19:56

20:00

20:04

【バス時刻表】大石田駅通学線（運賃:無料）
JR大石田駅行き 尾花沢市役所行き

8:51

8:03

16:34

16:44

18:20

18:44

19:36

19:47

6:45

6:45

7:11

7:16

16:34

16:44

18:20

18:44

6:07JR 山形行き JR山形行き

JR新庄行き JR新庄行き
乗換電車

（大石田駅）

～尾花沢市民の生活スタイルにあわせた公共交通の新たな試み～

問市民税務課
市民生活係【内線136】

※

※
電
気
の
地
産
地
消
と
は
、
地
域
で

生
産
さ
れ
た
電
気
を
、
そ
の
地

域
で
消
費
す
る
こ
と
で
す
。



【市報・おばなざわ 2021.６.15】－❽❾－【市報・おばなざわ 2021.６.15】

銀
嶺
荘
は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
な
ど
を
目
的
に
昭
和
57
年
１
月
に
銀

山
地
区
(上
の
畑
焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
隣
)に
開
設
さ
れ
、
長
年
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
銀
山
温
泉
か
ら
給
湯
管
で
お
湯
を
引
い
た
浴
室
も
あ

り
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
温
泉
施
設
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
銀
山
温
泉
か
ら
分
湯
し
て
い
た
湯
量
が
減
少
し
た
こ
と
と
、
施

設
や
配
管
設
備
が
老
朽
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
２
年
12
月
に
取
り
壊

し
と
な
り
ま
し
た
。

銀
嶺
荘
浴
室
の
壁
に
は
、
上
の
畑
焼
で
作
ら
れ
た
陶
壁
画
が
貼
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
市
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
保
存
す
る
た
め
、
壁
面

か
ら
陶
壁
画
の
部
分
を
取
り
出
し
、
修
復
す
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

陶
壁
画
は
４
枚
あ
り
、
上
の
畑
焼
陶
芸
家
の
伊
藤
瓢
堂
さ
ん
が
当
時
の

思
い
を
込
め
て
制
作
し
た
｢飛
天
図
」「
芙
蓉
図
」「
三
多
紋
」「
親
子
瓢
箪
｣

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
伊
藤
さ
ん
が
上
の
畑
焼
復
興
を
始
め
た
約
40
年
前

の
筆
遣
い
や
陶
の
質
感
、
染
付
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
修
復

の
た
め
手
を
加
え
た
部
分
も
あ
り
、
上
の
畑
焼
の
復
興
当
時
か
ら
現
在
ま

で
の
変
遷
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
資
料
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
宮
大
工
の
山
口
忠
博
さ
ん
制
作
に
よ
る
装
飾
額
と
台
も
施
さ
れ
、
皆

さ
ん
に
間
近
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

バ
ナ
ナ
の
仲
間
で
あ
る
｢バ
シ
ョ
ウ
」は
、

鉢
植
え
で
も
２
〜
３
ｍ
、
地
植
え
だ
と
５

ｍ
ほ
ど
に
成
長
す
る
植
物
。
松
尾
芭
蕉
が

江
戸
深
川
に
住
ん
で
い
た
頃
、
庭
に
植
え

ら
れ
た
バ
シ
ョ
ウ
が
立
派
に
生
長
し
、
名

物
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
俳
号
を
「
芭
蕉
」

と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
由
来
が

あ
り
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
鈴
木
さ
ん
は
、
尾
花
沢
で

農
業
研
修
を
し
た
経
験
が
あ
り
、
河
北
町

で
野
菜
農
家
と
し
て
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

を
生
産
す
る
傍
ら
、
温
暖
化
し
て
い
く
将

来
の
農
業
を
見
据
え
て
バ
ナ
ナ
や
ア
ボ
カ

ド
、
観
賞
用
の
バ
シ
ョ
ウ
の
苗
を
育
て
て

い
ま
す
。「
松
尾
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
に
広

め
た
い
。
児
童
や
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
バ

シ
ョ
ウ
を
使
っ
て
学
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
。」と
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



▲修復され、新たに装飾額も施された上の畑焼陶壁画。１
ｍ×１ｍの大きさで、４枚とも違う絵がタイルで表現さ
れています。（写真は、陶壁画を制作した伊藤瓢堂さん
（左側)と、装飾額と台を制作した山口忠博さん(右側））。

▲寄贈されたバショウ鉢植えは、芭蕉、清風歴史資料館に飾ら
れています。（写真中央が鈴木亨さん）

木々が緑の葉を生い茂らせる、清々しい山の季節が
やって来ました。市内各地で山開きが行われ、登山や山
菜採りツアーなどが催されました。
※各イベントは新型コロナウイルス感染症予防対策を
とった上で行っています。

５
月
30
日
に
玉
野
地
区
の
シ

ン
ボ
ル
二
ツ
森
の
山
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
玉
野
地
区
住
民
に

限
っ
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
30
人
と
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
て
総
勢
70
人
が

「
女
山
｣に
登
り
ま
し
た
。

少
し
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

約
１
時
間
で
山
頂
に
到
着
。
遠

く
の
山
並
み
は
残
念
な
が
ら
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
田
植
え

が
終
わ
っ
た
玉
野
地
区
の
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

老朽化のため取り壊しとなった尾花
沢市高齢者コミュニティセンター「銀
嶺荘」。浴室に貼られていた上の畑焼
の陶壁画が修復されました。

野菜農家の鈴木亨さん(河北町)より、
芭蕉ゆかりの地である尾花沢でぜひ広
めて欲しいとの思いから、「バショウ」
の鉢植え２つを寄贈いただきました。

・開館時間／午前９時～午後４時30分
(期間中は無休）

・入館料／大人210円・学生100円
中学生以下無料

※寄贈いただいたバショウの鉢植えも
ぜひご覧ください。

問芭蕉、清風歴史資料館 TEL(22)0104

芭蕉、清風歴史資料館特別企画展
「芭蕉来訪展」

６月24日(木)～７月13日(火）

７月22日(木)～８月10日(火）
※今回修復した陶壁画も展示します。
お楽しみに！

【予告】
芭蕉、清風歴史資料館特別企画展
｢上の畑焼復興40年のあゆみ｣

５
月
30
日
に
細
野
集
落
で
登

山
と
山
菜
採
り
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

登
山
コ
ー
ス
で
は
、
直
線
的
で

急
な
坂
道
を
這
い
つ
く
ば
る
よ

う
に
登
り
、
途
中
細
野
や
二
ツ

森
な
ど
が
望
め
る
場
所
で
気
持

ち
が
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
頂
上
は
ガ
ス
が
か
か
り

真
っ
白
。
次
の
機
会
の
楽
し
み

に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

山
菜
採
り
コ
ー
ス
で
は
ミ
ズ
や

ア
イ
コ
な
ど
を
収
穫
し
、
初
夏

の
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

翁
山
の
保
全
活
動
や
登
山
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
っ
て

き
た
地
元
の
有
志
団
体
「
翁
山
を

愛
す
る
会
」。
会
員
の
高
齢
化
と
、

活
動
に
一
通
り
の
区
切
り
が
つ
い

た
こ
と
か
ら
、
40
年
の
節
目
と
な

る
今
年
度
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
６
月
６
日
の

山
開
き
に
先
立
っ
て
会
長
と
副
会

長
が
ハ
リ
マ
小
屋
前
に
感
謝
の
意

を
表
す
看
板
を
設
置
。
愛
す
る
会

が
な
く
な
っ
て
も
、
四
季
折
々
の

植
物
や
雄
大
な
景
色
が
望
め
る
素

敵
な
翁
山
を
愛
で
、
守
り
、
楽
し

く
登
山
し
た
い
も
の
で
す
。▲翁山の登山口「ハリマ小屋」駐車場に、これまでの感謝の意

を表す看板を設置した、翁山を愛する会大貫寛一郎会長（写
真右)と山口忠博副会長(写真左）
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吹奏楽部の練習がはかどりますように
尾花沢中学校に
フェイスシールド寄贈５/18

載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便 → 最新の記事 → ニュース特急便

｢百年恋する徳良湖プロジェクト｣が、徳良
湖築堤100年を記念する企画第１弾として、
ヨット・カヌー体験会を開催。高校生ボラン
ティアの協力も得ながら湖に漕ぎ出し、湖畔
の景色を楽しみました。また、車いすや障が
い者の方もヨット初体験。湖面すれすれに傾
くヨットと風や波しぶきを体感していました。

100年の歴史ある徳良湖でアクティビティ！
ヨット・カヌー体験会開催5/3~5

ひまわり保育園児が尾花沢警察署で、ひま
わりの種を植えました。この種は、平成23年
京都府内の交通事故で亡くなった４歳の男の
子が育てていたひまわりから育った種です。
ひまわりの絆プロジェクトは、この種を全国
各地で育てることで命の大切さを学び、悲惨
な交通事故を根絶しようという取り組みです。

ひまわりの絆プロジェクト
交通事故根絶の願いを込めて
大きくな～れ！ひまわりの花５/13 牛の楽園で元気に育って

宝栄牧場入牧式５/27

苦労した分、おいしいお米に育ってね
玉野小学校田植え体験５/20

｢コロナに負けないフレンドキルト｣が市役
所に展示されています。総勢44人が製作した
キルトを繋ぎ合わせた大作です。花火、雪だ
るま、恐竜など、どこか懐かしい雰囲気漂う
作品をぜひご覧ください。

コロナに負けるな！
市役所1階市民サロンで
キルト展示

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

宮沢小５、６年生13人が、農事組合法人｢魁｣
の皆さんの指導のもと、さわのはなを手植え
しました。宮沢小ではさわのはな広め隊を結
成し、PR活動に取り組んでいます。苗を等間
隔に真直ぐ植えるのに苦戦していましたが、
田植え後にはたくさんの質問が飛び出し、体
験を通して更に学習を深めたようでした。

６/２

名木沢地区コミュニティセンター付近で、
福原ふるさと塾主催の田んぼアートの田植え
が行われ、福原小5年生19人が参加しました。
素足で田んぼに入った児童たちは、泥の感触
に大はしゃぎ。時折、皆で歌を歌いながら、
せっせと苗を植えつけました。稲が育ってど
んな絵柄が出てくるか楽しみです。

福原小学校、田んぼアートの田植え体験
田んぼの美術館オープン５/26

｢さわのはな広め隊｣始動！
宮沢小学校田植え体験

玉野小４～６年生29人が、農協青年部の皆
さんの協力によりヒメノモチを手植えしまし
た。泥まみれになりながら木枠を転がし、腰
をかがめて苗を植える作業を約１時間行い、
昔の人の米を育てる大変さを体験しました。

尾中吹奏楽部へ株式会社最上世紀より、フ
ィルムの中央に切り込みがあって楽器が吹け
る特別なフェイスシールドが寄贈されました。
部員たちは早速装着し、コロナ対策しながら
定期演奏会に向けて練習に励んでいました。

宝栄牧場の入牧式が行われ、黒毛和牛やホ
ルスタインなど62頭の牛が勢いよく牧場に駆
け出していきました。放牧されるのは主に妊
娠しているメス牛。元気な子牛が生まれてく
るように、高原で伸び伸び過ごします。

～６/19
まで

さきがけ
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地区高校総体壮行式は屋外で実施

vol.53

『キタム生の、コロナに負けない』
新たな挑戦!!

『挑
戦
し
ま
す
。
北
村
山
高
校
生
』

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
北
村
山
高
校

の
『
千
年
桜
計
画
』
を
ご
存
じ
で
す

か
。
千
年
桜
計
画
と
は
、
校
庭
に
植

樹
し
た
２
本
の
古
典
桜
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
北
村
山
高
校
の
広
大
な

敷
地
と
自
然
と
共
に
こ
の
地
域
を

千
年
先
ま
で
美
し
い
ま
ま
に
子
孫
に

伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
計
画
で
す
。

実
は
、
こ
の
計
画
こ
そ
２
０
３
０
年

ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界

を
目
指
す
国
際
目
標
｢Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
｣そ

の
も
の
な
の
で
す
。
し
か
し
、『
千

年
桜
計
画
』
の
こ
と
を
お
話
し
し
て

も
｢何
ほ
い
ず
｣と
分
か
っ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度

か
ら
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、
も
ち
ろ
ん
紙
面
で
も
、

北
村
山
高
校
生
の
学
校
生
活
の
様
子

や
思
っ
て
い
る
こ
と
、
お
願
い
し
た

い
こ
と
等
、
積
極
的
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

『マ
ス
ク
で
地
区
高
校
総
体
』

５
月
８
日
(土
)、
９
日
(日
)と
地

区
高
校
総
体
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
手
洗
い
、
そ
し

て
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
の
試
合
で
し

た
。
試
合
の
勝
敗
と
と
も
に
コ
ロ
ナ

感
染
に
も
気
を
使
い
な
が
ら
の
試
合

は
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、

昨
年
度
は
大
会
が
中
止
に
な
り
、
悔

し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
大
会
に
出

場
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
精
一
杯

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
大

会
の
成
績
も
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

首
都
圏
尾
花
沢
会
と
ふ
る
さ
と
尾

花
沢
と
を
結
び
つ
け
る
手
段
と
し
て
、

18
年
前
よ
り
計
画
し
て
い
た
エ
フ
エ

ム
放
送
局
が
つ
い
に
本
年
３
月
に
開

局
し
ま
し
た
。
万
歳
、万
歳
、万
歳
！

88
・
７
Ｍ
Ｈ
Ｚ
ラ
ジ
オ
川
越
。

今
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世
界
が
繋
が
る
時
代
と

な
り
、「
ふ
る
さ
と
尾
花
沢
」
を
特
集
す
る
番
組
も
、
全
世
界
に
配

信
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
局
の

あ
る
埼
玉
県
に
も
た
く
さ
ん
の
尾
花
沢
フ
ァ
ン
や
出
身
者
が
お
り
、

首
都
圏
と
尾
花
沢
と
が
繋
が
る
番
組
作
り
が
大
変
楽
し
み
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
ふ
る
さ
と
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
現
在
、

新
し
い
交
流
方
法
が
生
み
出
せ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。
準
備
が
出
来
次
第
、
収
録
配
信
予
定
で
す
。

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
、
地
域
の
自
慢
話
、
尾
花
沢
の
皆
さ
ん
に
大

勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
出

演
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
ね
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
皆
さ
ん
の
ス
マ
ホ

も
使
用
で
き
る
ん
で
す
。
公
共
放
送

の
活
用
で
、
若
い
方
々
に
も
ど
ん
ど
ん

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
尾
花
沢

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

エ
フ
エ
ム
放
送
局
、
で
き
ま
し
た
！

首都圏尾花沢会理事長
尾花沢市民歌作曲者
加藤 恵子 さん

(丹生出身)

尾
花
沢
は
昔
、
カ
ヤ
の
原
（
＝
尾
花
。

ス
ス
キ
に
似
た
植
物
）
や
桑
が
生
い
茂
る

荒
れ
地
ば
か
り
で
し
た
。
カ
ヤ
っ
ぱ
ら
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て
は
尾
花
沢
は
貧
乏

な
ま
ま
だ
｣と
、
一
念
発
起
し
て
た
く
さ

ん
の
土
地
を
田
ん
ぼ
に
開
墾
し
、
水
源
確

保
の
た
め
徳
良
池
を
造
ろ
う
と
立
ち
上

が
っ
た
の
が
34
歳
の
高
宮
常
太
郎
（
た
か

み
や

つ
ね
た
ろ
う
）
氏
で
し
た
。
大
規

模
な
計
画
だ
っ
た
た
め
、
大
勢
の
協
力
を

得
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
行
し
、
大
正
８

年
９
月
27
日
か
ら
つ
い
に
築
堤
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。

｢自
分
の
持
つ
能
力

の
限
界
を
よ
く
知
り
、

そ
れ
を
超
え
る
面
は
、

そ
れ
を
為
し
得
る
人

物
を
見
つ
け
て
依
頼

す
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、
彼
が
事
業
を
成
功
さ
せ
た
鍵
で

あ
っ
た
。
も
し
彼
が
自
分
の
力
を
過
信
し
、

単
独
で
や
ろ
う
と
し
て
も
成
立
が
難
し北村山高校のSDGs コロナ対策万全の生徒会総会準備 放送室からの生徒総会進行

か
っ
た
ろ
う
」（「
徳
良
湖
と
花
笠
音
頭
」

星
川
茂
平
治
氏
著
）
と
、
様
々
な
人
の
協

力
を
得
て
事
業
を
進
め
た
常
太
郎
氏
の
手

腕
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
太
郎
氏
の
お
孫
さ
ん
の
徹
哉

氏
に
、
ど
う
い
う
人
物
だ
っ
た
か
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、「
私
に
と
っ
て
は
、
孫
を
か
わ

い
が
っ
て
く
れ
た
、
い
い
じ
い
ち
ゃ
ん
で

し
た
。
県
議
会
議
員
だ
っ
た
た
め
、
県
知

事
な
ど
が
訪
ね
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

う
い
う
時
は
え
ら
い
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
土
地
を
買
っ
て
ほ
し
い
と

頼
ま
れ
て
困
っ
た
人
の
土
地
を
買
っ
た
り

し
て
、
尾
花
沢
の
人
か
ら
は
頼
り
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
」
と
偉
ぶ
る
こ
と
の
な
い
常

太
郎
氏
の
温
厚
な
人
柄
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

常
太
郎
氏
は
、
将
来
、
徳
良
池
は
観
光

地
に
な
る
だ
ろ
う
と
見
通
し
、
周
囲
に
桜

の
木
な
ど
を
植
え
ま
し
た
。
そ
の
予
想
通

り
、
四
季
折
々
の
景
観
を
見
せ
る
徳
良
池

は
、
現
在
｢徳
良
湖
｣と
し
て
市
民
や
観
光

客
が
集
う
憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲徳良湖畔に建立されている
高宮常太郎像

貧
乏
な
尾
花
沢
を

何
と
か
し
な
け
れ
ば

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

な
し
遂
げ
た
常
太
郎
氏
っ
て

ど
ん
な
人

徳
良
池
へ
の
期
待
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■
敷
金
／
入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
受
付
締
切
／
６
月
30
日
(水
)

■
入
居
決
定
／

優
先
入
居
ま
た
は
公
開
抽
選

■
入
居
時
期
／
８
月
上
旬
頃

※
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係
【内
線
287
】

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

｢熱
中
症
か
な
｣と
い
う
人
が
い
た
ら
、

涼
し
い
場
所
や
日
陰
の
あ
る
場
所
に
移

動
し
、
衣
服
を
ゆ
る
め
、
安
静
に
寝
か

せ
ま
し
ょ
う
。
涼
し
い
風
を
当
て
て
体

を
冷
や
し
、
首
の
周
り
、
わ
き
の
下
、

太
も
も
の
付
根
な
ど
の
太
い
血
管
を
冷

や
し
ま
す
。
飲
め
る
な
ら
、
水
分
を
こ

ま
め
に
取
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部

☎
(22
)１
１
３
１

【土
曜
日
の
一
般
公
開
日
】

■
開
館
日
／
６
月
19
日
、
６
月
26
日

７
月
３
日
、
７
月
10
日

【朗
読
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

■
日
時
／
７
月
31
日
(土
)午
後
３
時
〜

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
開
始
日
／
６
月
30
日
(水
)

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(55
)４
２
１
１

市営住宅 入居者募集

募集住宅 所在
地区

戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
1号棟

（RC造4階建）
新町 1 昭和54年建築 / ４階

３ＤＫ
16,000～
31,500円 なし

・
単
身
入
居
可
（
た
だ
し
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
）

・
一
般
世
帯
向長根下住宅

2号棟
（RC造4階建）

新町 3 昭和55年建築 / ３・４階３ＤＫ
16,200～
31,900円 なし

荒楯第２住宅
１号棟

（RC造4階建）
荒楯 1 平成10年建築/1階

２ＤＫ
17,500～
34,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
１号棟

（RC造4階建）
荒楯 3 平成10年建築 / ３・４階３ＤＫ

22,700～
44,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
２・３号棟

（RC造３階建）
荒楯 2 平成12年建築 / １階

２ＤＫ
18,300～
36,100円

月額
600円

下新田団地
（RC造4階建） 上町 2

平成13年建築 / ２・４階
２ＬＤＫ

エレベーター有

22,700～
44,700円

月額
2,600円
(屋内)

期限付入居
小学6年以下の
子がいる世帯

基
本
方
針
(案
)の
内
容
と
今
後
目
指

し
て
い
く
教
育
等
に
つ
い
て
説
明
す
る

予
定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
望
ま
し
い

教
育
環
境
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
々
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宮
沢
地
区

■
日
時
／
６
月
23
日
(水
)

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
場
所
／
宮
沢
小
学
校
体
育
館

常
盤
地
区

■
日
時
／
６
月
24
日
(木
)

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
場
所
／
常
盤
小
学
校
体
育
館

玉
野
地
区

■
日
時
／
６
月
25
日
(金
)

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
場
所
／
玉
野
小
学
校
体
育
館

福
原
地
区

■
日
時
／
６
月
29
日
(火
)

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
場
所
／
福
原
中
学
校
体
育
館

尾
花
沢
地
区

■
日
時
／
６
月
30
日
(水
)

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
場
所
／

悠
美
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

問
こ
ど
も
教
育
課
【内
線
331
】

令
和
３
年
度
の
転
作
現
地
春
確
認
を

６
月
21
日
(月
)か
ら
７
月
20
日
(火
)に

か
け
て
行
う
予
定
で
す
。
詳
細
内
容
お

よ
び
確
認
カ
ー
ド
は
、
農
林
課
よ
り
対

象
農
家
へ
郵
送
し
ま
す
。

問
尾
花
沢
市
農
業
再
生
協
議
会

(農
林
課
内
)【内
線
147
、
149
】

■
対
象
／
①
新
規
学
卒
地
元
就
職
者
…

令
和
３
年
３
月
に
卒
業
し
、
市
内
に

就
職
さ
れ
た
方
②
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
表
彰
…
男
子
10
年
、
女
子
５
年

に
該
当
し
、
未
表
彰
の
方

※
事
前
に
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
や
参
加
人
数
の
都
合
に

よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
【内
線
254
】

尾
花
沢
市
商
工
会
☎
(22
)０
１
２
８

農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
貸
付
希
望
申
し
込
み
受
付

北
村
山
吹
奏
楽
団

グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
１

企
業
や
地
域
に
お
い
て
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
６
月
〜
10
月
で
計
５
回

■
会
場
／
遊
学
館
２
階
学
習
室

問
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
(629
)７
７
５
１

■
日
時
／
10
月
８
日
(金
)

一
般
…
午
前
９
時
〜
昼
12
時

給
油
…
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所
／

村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域
振
興
局

■
申
込
期
間
／
６
月
21
日
(月
)

〜
７
月
16
日
(金
)

※
申
請
書
は
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

尾
花
沢
市
小
中
学
校
の
あ
り
方
に
関
す
る

基
本
方
針
(案
)に
係
る
地
区
説
明
会

※家賃は令和３年度のものです。

農
業
経
営
の
規
模
縮
小
や
離
農
す
る

農
業
者
等
が
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に

農
地
の
貸
付
希
望
を
申
し
込
み
、
交
付

要
件
を
満
た
し
た
場
合
、「
経
営
転
換

協
力
金
｣が
交
付
さ
れ
ま
す
。
来
年
度

以
降
、
交
付
単
価
の
減
額
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
交
付
要
件
／
農
地
中
間
管
理
機
構
に

全
農
地
を
10
年
以
上
貸
付
け
る
こ
と

※
こ
の
他
に
も
各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
交
付
単
価
(令
和
３
年
度
ま
で
)／

10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
万
５
千
円

(上
限
額
：
１
戸
あ
た
り
50
万
円
)

■
申
込
期
限
／
７
月
30
日
（
金
）

問
尾
花
沢
市
農
業
再
生
協
議
会
(農
林

課
内
)【内
線
147
、
148
】

｢チ
ェ
リ
ア
塾
in
村
山
｣開
催

■
日
時
／
６
月
27
日
(日
)午
後
２
時

■
場
所
／
村
山
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
／
高
校
生
以
上
300
円

問
北
村
山
吹
奏
楽
団

☎
０
８
０
（
５
７
３
３
）
３
０
５
８

( ）

熱
中
症
の
応
急
手
当
！

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

新
規
学
卒
地
元
就
職
者
激
励
会

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

■
日
時
／
７
月
７
日
(水
)

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
場
所
／
市
役
所
３
階

大
会
議
室

転
作
現
地
春
確
認
を
行
い
ま
す

学
校
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

５
月
20
日
に
給
食
で
使
用
さ
れ
た
県

外
産
食
材
(福
島
県
産
モ
ヤ
シ
)に
つ
い

て
事
前
に
検
査
し
た
結
果
、
放
射
性
ヨ

ウ
素
・
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

問
こ
ど
も
教
育
課
学
校
給
食
共
同
調

理
場

☎
(24
)３
５
５
６

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展
示

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間

は
｢男
女
共
同
参
画
週
間
｣で
す
。

こ
の
期
間
、
市
役
所
市
民
サ
ロ
ン
に

｢男
女
共
同
参
画
早
わ
か
り
｣の
パ
ネ
ル

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
中
央
公
民
館
【内
線
327
】

花
フ
ェ
ス
タ
㏌
徳
良
湖

個
性
が
光
る
市
内
園
児
の
絵
画
展
示

例
年
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
近
く
で
開
催
し

て
い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
。
今

年
は
市
内
園
児
が
描
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

■
期
間
／
６
月
21
日
(月
)〜

７
月
４
日
(日
)

■
場
所
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
付
近

問
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
事
務
局

☎
(24
)０
３
５
６

人
権
な
ん
で
も
相
談

家
庭
内
や
地
域
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
人
権
擁
護
委
員
が
秘

密
厳
守
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
１
日
(木
)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
東
光
館

問
山
形
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
３
(625
)１
３
２
１

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
６
月
15
日
号
市
報
お
ば
な

ざ
わ
７
ペ
ー
ジ
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

区
長
永
年
勤
続
に
よ
る
市
感
謝
状
贈
呈

正
）
倉
金

昭
善
氏
(正
厳
１
・
10
年
)

正
）
杉
本

芳
美
氏
(朧
気
６
年
)

お
詫
び
と
訂
正


